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る と 幾 っ か の 植 物 は よ く適 合 す る,、

ト ドマ ツ:南 限 は ほ ばWl75℃,タ ブ:北 限 は

ほ ぼWI85℃,カ シ類:北 限 は ほ ぼWI100℃,

ブ ナ:南 限 は ほ ぽWI140℃;北 眼 はWl75℃ ～

65℃ の 間 っ エ ドマ ツ の 南 限 も こ の 間 に あ る 。 ア オ

モ リ ト ドマ ツ:北i≦ 艮は ほ ぼWl75℃;南 限 は 本 州

中 部 のWI85℃ の 範 囲 内 に あ る 。 シ コ ク シ ラ ベ1

四 国 の 山 地WI120℃ の 範 囲 に 限 ら れ て い る 。

実 際 に は 天 然 の 限 界 に もか か わ らず 、 天然 の 温 度

眼 界 を こえ て 、 も っと暖 か い所 や寒 い所 に生 え て

い る 植 物 も多 い 。園 芸 植 物 や幾 つ か の植 栽 樹 種 に

み られ る。 植物 が 自然 の 生 育 温度 範 囲 を こ え て生

活で き るの は、人 間が世 話 を した り、 手 入 れを した

りす るか らで あ る,つ ま り自然 の熱 エ ネル ギ ー以

外 に人間 の エ ネルギ ーが加 わ って い るか らであ る。

こ う して 我 々 の 身 の廻 りをみ る と、実 際 の 植 物 の

存在 には 、 人間の エ ネルギ ～が如 何 に 深 くか か わ っ

て い る か が知 られ る で あ ろ う。 そ して また人 間 が

植物 を 育 て る為 に 費 や す エ ネ'レギ ー を 分析 して み

る と次 の よ うに な る:

人 間 の エ ネ ルギ ー'q)肉 体 の 労 働 エ ネル ギ ー 尋

含)機械 や・(温 室 の よ うな)訂 ど備・二Z)エネル ギ ー

1℃肉体 の エ ネル ギ ー は 食物 に 由 来 し 。そ の源 は

植物 の生 産 した有 機 物 で あ り、 ちっと遡 れ ば,襲陽

輻射 エ ネ ルギ ー で あ る,,

¢ 機 械 や 設備 エ ネル ギ ー は電 気 や動 力で あ り、

大部分 は 石油,石 炭,ノ}く力 に 由来す る.し か し石油,

石炭 は過 去 の 生物 に 由 来 して お り、 や は りその 源

泉 は 太 陽 輻射 エ ネル ギ ー で あ る、、 この よう に して

植物 と温 度 の関 係 は 、植 物 と 太陽 輻 射 エ ネ ル ギ ー

との 関 係 で あ り、園 芸 ・植 林作 業 に み る様 に人 と

太 陽輻 射 エ ネ ルギ ー との 関 係 で もあ る。
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2野 幌 森林公園につ いて

(4月19し ヨ)

ス ライ ド発表

野 紀 雄

3有 珠 山の植物 と噴火(12月13「D

原 松 次

有 珠 山 は52年8月7日 の 第1回 を 始 め 次 年 度 に

続 く爆 発 に よ り.変 して 死 の 山 と な って し ま っ た 。

た ま た ま51年4月 か ら2年 計 画 で い ぶ り植 物 友 の

会 有 志10人 か 同 山 の 植 物 を 調 査 中 で あ っ た 。 そ こ

で 一一行 の ス ナ ッ プ 、 代 表 的 植 物 、 噴 火 の 実 況 、 そ

して 死 後 の 姿 を80枚 の ス ラ イ ドで 解 説 し た 。 有 珠

山 の 植 物 は 山 裾 の 雑 草 も 含 め 約465種 、 う ち 樹 本

は94で20%。 由 頂 の 瓦 礫 地 に 海 浜 植 物 が 目 ウ1ち 、

林 床 に サ サ 類 が ほ と ん ど な か ・った 点 が 特 徴 と い え

よ う,,木 本 は 道 央 に あ り ふ れ た も の だ っ た が ダ カ

、ネ ハ ナ ワ ラ ビ は 日 本 で 、 ゲ ジ ゲ ジ シ グ は 本 道 て 初

め て 、 そ して ミズ ス ギ は 登 別 温 泉(大 正 末 でllll麦)

川 湯 の 硫 黄 山 に 次 ぐ 発 見 で あ っ た,,な お ハ マ ・汐

ザ オ 、 ウ ン ラ ン 、 エ ゾ ス カ シ 了一り、 ハ マ ナ ス 、 ハ

マ ウ ツ ボ 、 ハ マ ハ ナ ヤ ス リが 海 浜 も の で あ る 、、

4第 四紀の森林の変遷(12月131D

矢 野 牧 失

北 海 道:の森 林 は 、 これ まで に どの よ うな 経 緯 を

た ど って 、 今 日み られ る よ うな 姿 に な った の で あ

ろ うか 。 北 海 道 の 植 生 にか か わ う多 くの 問 題 を 理

解 す る うえ で 、 時 間 性 を 軸 に した 森 林 の 変 遷 を 知

る こと も、 必要 な視点 の うちの ひ とつ と思 わ れ る、、.

森 林 の 変 遷 をめ ぐる 占植 物 学 的 研 究 は 、 これ ま

で に 、地 質 時 代 の 新 生 代 第 三紀 やそ れ 以 前 の 年 代

に 関 して は 、 き わ め て 大 き な成 果が あ げ られ て い

る 。 しか し、 そ れ らの地 質 時 代 は、 現 在 に最 も近

い 年 代 で あ ・・て も、1T・ 万 年以 ヒもの へだ た りが

あ り、研 究 の成 果 は 、 現在 の 諸問 題 に直 接 生 か し

切 れ な い こ と も多 い 。

地 質 時 代 の な か で も、1万 年 を 単位 とす る新 生

代 第 四 紀 の 時 代 は 、 直 接 、 現 在 に つ な が る 地質 時

代 で あ り、 この 時 代 の 地 史 的 資 料 は 、 現 在 の 森林

の 問 題 を 考え る うえ で も 重要 な 役割 を 果 た す は ず

で あ る。
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